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第一問
1
.
与式

=

- 一 14
～

2
.

与式 = ⑤ - 廷
増
m

3
.

与式
=

6 aib ÷ 2 ab - 4 ab 2
÷

: 2ab
= 3 a - 2bmmm

4
.

2 (a + 7 b ) - 8b = 2a + 14 b - 8b
= 2a + 6 b

a = - 5
.
b = 上 より

2a t 6 b = 2 × (-5) ± 6 × t
= - 10 t 1

=…

5
.

与式
=

( x= 3 ) (x- 7 ) m
～

6
.

生 は x に 反比例 するから 、 x とおくと 、
x = -2

.
= 9 だから

9 =
. .

:
a = - 18



よって
、

7.“癮: 選
よって 、向 、折 3 の 大 り 、 を 比較 する

、

それぞれ
2乗 すると

、

鼗
～

烈 =.
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、 近悠く無 よって
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ロ ABCDんを DC を 軸 として 1回させたときの

体積 は

4 × 4 × T π× 6 =96
π

n cm
3

EGFD
～

を DC を 軸 として 1回転 させたときの

体積 は

3 × 3 ×π× 5 = 45ncm
3

よって 、 求 める 体積 は

96 π - 45 π= 51 πcmmmm

第二問
にさいころを 2 回投げたときの 出 る 目 は 、全部で
6 × 6 = 36 通り
mm

() a tb = 6 となるのは
(a , b ) = ( 1

.

5 )
(

2 ,
4
) ,

(
3 .

3
) ,

(
4 ,

2

)、
(

5 .1 )

の 5通り
m 。

よって 求 める確率 は

然
(2 ) atが 整数となるのは 、 b + 1 が a の 倍数

となるときである
。

σ a = 1 のとき

=1



すなわち 、
bt 1 が 1 の 倍数 となれば 良 く

、

b = 1 , 2 , 3 . 4 .

5
.

6 ( b = 1
.

2
.

3
.
4

.

5
.
61 の 6通り
m

。 Q ≡ 2 のとき

岳 =哄
すなわち

、

1Dt 1 が 2の 倍数 となれば 良く
bt 1 = 2

,

4
,
6 ( b = 1

,
3
,

5 ) の 3 通 り
mm

9 Qz 3 のとき

岳 =等
すなわち

、

わりが 3 の 倍数 となれば 良く
bt 1 = 3 , 6 ( b

≡
2 , 5 ) の
通

…

Q4 のとき

岳=
すなわち

、

1Dt 1 が 4 の 倍数 となれば 良 くく

bt 1 = 4 ( b = 3 ) の 1 通り
mm

eQ ≤ 5のとき

岳=
すなわち

、

わりが 5 の 倍数 となれば 良く
bt 1 = 5 ( b = 4 ) の 1通 り

m～



9 a = 6 のとき

岳=
すなわち

D

1 が 6 の 倍数となれば良 くく
bt 1 = 6 ( b = 5 ) の 1 通

りmm
以上 より

、裂 が 整数 となるのは、

6 + 3 + 2 + 1 t 1 は 1 = 14 通り
mn

したがって 、
求

める 確率 は

= 、点
2

.

()
OOBC において 、 OB , OC

は 円 の半径 だから、

夊 OB = OC

⑩ よって OOBC は 二等辺
¢ 角形 で 底角が等 しいからぃ

⑦= LOBC
= 28 ?
m

よって

⑨= 37 ± 28=65
O BCE で 内角 の和 は 180

” だから
、

LCEB = 180 - (28
'

+ 65)
= 87

プ



よって

LAE C = 180- LCEB
= 180

~

- 870
= 93m

(2 )

DB
に

対 して、 LDCB は
円周角 、

< DOB は

/65 中心角 だから
、

6 < DOB = 2 ×<DCB
ー

J
ー

= 2 × 650
1300

= 1300

よって
DB = 6 ×π ×

360
BO

=πcmm
～

3
← 点 A と 点 B は Y 軸 に

く)
ついて 対称 だから

、

点 B
⑦ ⑨

のx 座標 は 一 4
.

点 B は 上x 上 にあり
x = - 4 だから

、

= 五 x ( -4)
:

= 8 : B( -4 . 81mmm



( 2 ) (りより 直線( は
Y = 8
mm

羹
点 C の x 座標 を P とすると

、

点
C と 、点 D は Y軸 に

ついて 対称だから 、 点 D の

x座標 は 一 p .
よって

P 0

DC = P --P ) =2P

また AC = 4 - Pであり、 DC = AC より

2 P = 4 - P

@ 3p
= 4 . P =⇐ 点 Cnx 座標

したがって 、 点 C はax エにあり、 x = 8
だから

8 = ax ( 5 )
2

⑨ a = 8

. a = 8 ×10

熟



出
( 1 ) 3 回目 の操作

⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨

彡 0 の 0 0 0 ⑨

⑨ ① ⑨ ⑨ ⑪ の ⑨ 新 たに置 く碁石 は
⑨ 0 ⑨ 0 ⑨ 0 ⑨ ⇒ 6 × 4 = 24個

～

⑨ β ⑨ ⑨ ⑨ 0 ⑨

彡 0 O O 0 0 ⑨

⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑪ ⑨

4 回目 の操作
900000000

の ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ O

0 ⑨ 0 0 0 00 0

新たに置く碁石 は0 ⑨ 0 ⑨ ⑨ ⑨ の ⑨ 0

0 ⑨ 0 ⑨ の ⑨ 0 ⑨ 0
⇒ 8 × 4 = 32個

～

の ⑨ 0 ⑨ ⑨ ⑨ 0 ⑨ 0

0 ⑨ 00 0 0 0 ⑨ 0

0 ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ 0

000000000

(2) ( P ) 1 回目 2 回目 ③回目 ④回目
新 たに ? ? . 妼8×2

X2
16 24 32

置 <碁石 11 ぃ

2 × 4 怒 4 Q × 4 点 × 4
m



よって 、 n 回目 に 新 たに置 く碁石 は
2 × n × 4 = 8nm

これが 88個 なので
8 n = 88

.
; n = 11

よってい 回目
…
んの操作

(イ ) 奇数回目 の操作 ⇒ 新 たに置 く碁石 は黒
偶数回目 の操作 ⇒ 新 たに置く碁石 は 白
いは 奇数なので 、 1 回目 の 操作 で 置 く 碁石は
黒 である 。 また、 1 い回目 までに 黒 を 置 くのは

武踏回目の操作

2 ×4 6 ×4 10 ×4 14× 4 18 ×4 22 × 4
よって 、 黒の碁石 の 合計 は
8 + 24 + 40 + 56 + 72 + 88 = 288 個mm

第三問
ししり最 も 最 い 、値 がりさいのは C 組 なので、
記録 が速かった 生徒 がいるのは 組

…

c

(2) すべての組 の 中央値 が 340秒 よりりさく

各組 において
、 340秒以内 の 記録 であった

生徒 が 少 なくとも 20 人 ずついることが
分 かるから 。



2
.

( 1 ) P ～Q : 900 m を毎分 200m で 走 る
。

⇒ P から Q にかかる 時間 は

900 ÷ 200 = 4
.
5 分

Q~ R : P ~ R が 1200mp
…

～ Q が 900 m なので

Q ～ R は 1200 - 900 = 300 m

これを 毎分 300m で 走 る
mm

⇒ Q から R にかかる時間 は
300 ÷ 300 = 1点

X
300m
、

-” Qk
1200 m

よってグラフは以下 の 通 り

1

900-- !-

謎
:

\ ノ
4. 5分 份分

900ー、 i

謎
:

. ノ
45分 ぃ



(2 )
しア) しいより 洋平さんがR 地点についたのは 、 5分 30秒
である 明 さんが P 地点 についたのは 、 洋平 さんが
R 地点 についた 30秒後 なので

5 分 30秒 + 30秒 = 6 分

また 明 さんは R ~ P : 1200m を 分速 250m で
走 るから 、

走 る 時間 は
1200 ÷ 250 = 4 .

8 分
したがって 、明 さんが R 地点 を 出発 したのは

、

洋平エC が P 地点 を 出発した 1 人 2 分後 であ
m～

6 - 4 .
8 = 1

.2

ふ

目目さんのグラフ

↓ 1

9oo- 、 !傻 1 1

! 1

1

! !
役

4
.

8分 /

グラフから 、

2 人 がすれ
違

うのは 、 OLx < 4 . 5 の
範国囲 である

。



の 洋平 さんのグラフ
OKx [ 4.

5において、 グラフは 原点 を通 るから
Y = ax とおくと

、
( 4 .
5
,
900 ) を 通 るので

900 = 4
.

5 a

. : a = 200

したがって 、 Y = 200xmm ーの

。 明 さんのグラフ
←

Y - mx tn とおくと
,

( 1 . 2 , 1200 )
,
( 6 , 0 )

を 通 るから
1200 = 1

.

2 m tn
ー②

- ) 0 = 6 m tn③
1200 =

- 4 .

8m

M =
一 250

m ==250 を ③ に代入 して

0 = 6 × (-250 ) tn i " n = 1500

したがって 、 ニー250 x + 1500
～～～

一 ④

2人 がすれ違 うのは 、①④ を 連立 させれば 良い
① を ④ に代入 して

200 x = - 250x ± 1500
⇒ 450x = 1500

1 分 = 60秒

“撃 な ↳
8分 = ? 秒

2 eす

? = 60 × B =20秒



したがって 、2 人がすれ 違うのは 、 3 分20 秒mmm

(イ )

↓
さんのグラフ

。求める値

9o0 -…

;
i
1影が 300m

グラフから 、 求 める 値 は
4
. 5< x < 6の範囲 である

。

このときの 洋平さんのグラフを = pxTfとおくと 、
(4 .

5
.
900 )

,
( 5 .
5
,
1200 ) を通 るから

900 = 4 .

5ptf ーの
- ) 1200 = 5

.

5 p tf 一 ②
- 300 =

-

P

p
= 300

p = 300 を ① に 代入 して
900 = 4

.

5 × 300 tf

: .f = 900 - 1350
= - 450



よって 、 Y = 300 x - 450
～～

明さんのグラフ : Y = - 250 x + 1500 において
、

Y = 300 を代入 すると
、

300 = - 250 x + 1500

⇒ 250x = 1200

x = 4
.

8

このとき
、
洋平 さんのいる 位置は = 300x - 450

に x = 4
.

8 を 代入 して

L = 300 × 4
.

8 - 450

= 1440 - 450

= 990
よって 、 求 める値 は 990mmm

第四問
1 .
点 D

.
E は 辺 ABAC の 中点だから 、

中点連結定理 より

DE = IBC

= 上 × 10

= 5cmmm



22

OADF と ODBE に

おいて
、

仮定 から
AE = DEー①

点 D は辺 AB の 中点
であるから
AD = DBー②

仮定から AF 11DE で 、 同位角 が 等 しいから
LFAD = LED B ー ③

①
,
②
.

③ より 2組 の 辺 とその 間 の 角 がそれぞれ
等 しいから

OADF ≡ ODBE (証明終わり )

3
.

()

ー
5
.

O CGE とOACF に

おいて 仮定 より
LCGE = LACF ー①嘘 中点連結定理 より
DE // BC

X

ピ

であり
、

AFCDE より
AF 1 GC

。
よって 錯角 が等 しいから

LGCE = CCAEー②



①
.
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

、

O CGE SOACF

対応 する 辺 の 比 は 等 しいから
、

CG : AC = CE = AF

ここで
、

AC = 8
.

E は AC の 中点 より CE = 4
2

.

より 対応 する辺 の長さは 等 しいので
、
DE =AF

⇒ AF = 5

なので

CG : 8 = 4 = 5

き 5 CG = 32

CG = cm

mmm

(2 )



A から BC に 垂線を

Λ F 3 した 足 を H とする
。

12 また BH = x
～

cm と

8 おくと、「 部聳 」 CH = 10 -
～

cm

ー
x

マ
し

。
く1 o - x

LABH で 三平方 の 定理 より
AHz = 12 ー x 一 ①

0 A CH で 三平方 の 定理 より
AH

2
= 8

ー
( 10 - x )

2

= 64 - ( 100 - 20 x +x)
== x

+

20x = 36ー②
① =② だから

144 -ピニーピ + 20x - 36

③ 20 x = 180

x = 9
よって

AH =√12 - 9
ー

∂
=√144-8

= 387 cm =√63 =3」

したがって OABC の 面積 は

I × 10 × 3√万 = 1517 cm
'

mm



OABC と OAGC に

おいて
、 底辺 をそれぞれ

BCGC とすると 、

高 さが 等 しいので
、

面積比 は、 底辺比 と

等 しい。

\ :0祭
よって

OABC : OAGC = 10 - 2
= 50 : 32

= 25 = 16

③ 25 × LAGC = 16 × 0ABC

: .OAGC ～2 。 0 ABC

=

2⑤ 」15
=祭17o
～



OAGC と OAGE に

おいて
、
底辺をそれぞれ

ACAE とすると 、 高 さ
が 等 しいので 、面積比
は 底辺比 に等 しい

。

ここで 、 E は AC の 中点
だから

、

AC : AE = 2 : 1

したがって

OAGC : OAGE = 2 : 1

② 2 × OAGE = GAGC

… OAGE = I × OAGC

= 上 × 48
√ 7

三等可 cm～


